
北海道における農林水産物・食品の
輸出について（実績・制度）

2026年5月20日
北海道農政事務所



農林水産物・食品の輸出額目標【全国】
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農林水産物・食品の輸出額を、2025年までに2兆円、2030年までに５兆円とすることを目指す。
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※少額貨物（１ロット20万円以下）を新たに輸出額のカウントに追加 1



2025年 農林水産物・食品の輸出額【全国】
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2025年の農林水産物・食品 輸出額上位20カ国＋EU【全国】
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⽶国向け農林水産物・食品の輸出額の推移（2015〜2025年） 【全国】

4



⽶国向け農林水産物・食品の輸出（品目別内訳）【全国】
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北海道（道内港分）における農林水産物・食品 輸出額の推移

※財務省「貿易統計」を基に北海道農政事務所作成
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北海道の特徴として、水産物が大半を占めています。
2023年8月、中国による水産物輸入規制等を受け、2023～2024年は連続して減少し
ましたが、その後、ベトナム、タイ向けに輸出先国の転換が進んだこともあり、
2025年は+19.4％と増加に転じました。
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2025年の北海道（道内港分）における農林水産物･食品 輸出額 国・地域別

※財務省「貿易統計」を基に北海道農政事務所作成

ホタテ貝（生・蔵・凍・塩・乾） さけ・ます ぶり

74.8% 8.3% 1.7%
ホタテ貝（生・蔵・凍・塩・乾） かに（活・生・蔵・凍） 米

76.1% 8.5% 3.5%
ホタテ貝（生・蔵・凍・塩・乾） なまこ（調製） 牛乳・部分脱脂乳

29.9% 26.0% 8.7%

ホタテ貝（生・蔵・凍・塩・乾） ながいも 魚粉等

45.7% 17.0% 12.6%
ホタテ貝（生・蔵・凍・塩・乾） さけ・ます その他軟体動物

65.6% 13.2% 3.5%
ホタテ貝（生・蔵・凍・塩・乾） 動物性油脂 丸太

41.8% 10.1% 9.8%

清涼飲料水等 果実缶・びん詰類 ベーカリー製品類

34.8% 15.6% 11.3%
ホタテ貝（生・蔵・凍・塩・乾） 清涼飲料水等 醤油

97.3% 1.2% 0.9%

魚油（肝油除く） ― ―

100.0% ― ―

魚油（肝油除く） ホタテ貝（生・蔵・凍・塩・乾） チョコレート菓子

55.1% 16.0% 7.2%
ホタテ貝（生・蔵・凍・塩・乾） 調製食料品 パスタ類

75.5% 11.3% 4.0%
0.6 66.5－ ＥＵ 88.0 8.5 +40.5 20.9

0.0 26.8

10 マレーシア 26.4 2.6 +31.2 5.2 0.0 21.2

9 チリ 26.8 2.6 ▲6.9 0.0

4.2 0.5

8 オランダ 32.8 3.2 +58.0 0.9 0.0 31.9

7 中国 37.1 3.6 +18.9 32.4

1.4 66.6

6 韓国 64.4 6.3 +48.6 18.1 6.6 39.7

5 タイ 73.6 7.1 +17.3 5.6

0.3 68.6

4 台湾 93.7 9.1 +13.3 26.2 0.1 67.3

3 香港 102.2 9.9 +11.5 33.3

0.0 243.5

2 米国 137.2 13.3 ▲13.5 18.6 1.1 117.5

水産物 １位 ２位 ３位

1 ベトナム 253.5 24.6 +48.8 9.9

順

位
輸出先

輸出額

（億円）

金額

構成比

（%）

前年比

（％）

輸出額内訳(億円) 主な輸出品目（下段は全体に占める割合）

農産物 林産物
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ホタテ貝・ホタテ貝加工品の輸出状況【全国】
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国・地域別輸出実績の推移【北海道】

※財務省「貿易統計」を基に北海道農政事務所作成

国・地域別に見た場合、上位５か国・地域は概ね増加傾向で推移しています。
特にベトナムは、輸出額の74.8％をホタテ貝が占め、増加額のほぼ全てをカ
バーしています。

2025年実績（緑色）の多い国・地域
順

（億円） 上位７か国・地域の輸出額の推移（2023～2025年（1ｰ12月））
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港・署所別に見た場合、苫小牧が過半を占め、石狩、千歳とで９割を占めて
います。2024年から2025年にかけて十勝が大きな伸長となりました。

苫小牧, 66%（680 億円）

石狩, 15%（157億円）

千歳, 9%（93億円）

釧路, 6%（56億円）

十勝, 1%（13億円）

小樽, 1%（10億円）

その他, 2%（21億円）
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苫小牧 石狩 千歳 釧路 十勝 小樽 札幌 函館 その他

港・署所別輸出実績（2024、2025年）

2024年 2025年

（億円）

（参考）「その他」は、札幌、函館、稚内、紋別、留
萌など。

港・署所別輸出実績（ 2025年1-12月）【北海道】

※財務省「貿易統計」を基に北海道農政事務所作成

（参考）「その他」は、稚内、紋別、留萌など。

港・署所別輸出割合(2025年1,030億円)

10



農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略

○ 人口減少に伴う国内需要の減少が見込まれる中、生産基盤を強化し、食料安全保障を確保するため、
成長する海外の食市場を取りこむことが重要

○ このため、農林水産物・食品の輸出拡大に加え、食品産業の海外展開、インバウンドによる食関連消費の
拡大に向けた施策を強化し、輸出拡大との相乗効果を通じて海外から稼ぐ力を強化するための戦略を策定
（令和７年５月最終改訂）

１. 農林水産物・食品の輸出拡大（2030年５兆円）

 海外で評価される強みがある31の

輸出重点品目、ターゲット国・地域

について輸出目標を設定

 新市場の開拓、輸出先の多角化

 地理的表示（GI）やコンテンツの

活用により、高付加価値化

 優良品種を守り、新品種を育成・

普及を進めるための法制度を検討

 マーケットインの発想※に基づき

低コストの生産等ができる

大規模輸出産地の育成・展開

 国内から現地まで一貫してつなぐ

戦略的なサプライチェーンを構築

し、横展開

 輸出先国・地域における輸入規制

の撤廃・緩和に向けて政府一体と

なった協議を実施

 我が国の強みである、優れた品種

や技術、特有の食文化等の知的財

産を守り「稼ぎ」に変えるための

知的財産対策の強化

①日本の強みを最大限に発揮する
ための取組

②マーケットインの発想で輸出に
チャレンジする事業者の支援

③政府一体となった輸出の
障害の克服

※ 海外市場で求められるスペック（量・価
格・品質・規格・認証）の産品を専門的・継
続的に生産販売しようとするもの。

２. 食品産業の海外展開（2030年３兆円）

 海外現地の専門家による規制や税務対応の支援、

コールドチェーン構築の推進

 地域の食材や歴史・文化をストーリーにして旅マ

エ・旅ナカ・旅アトで効果的に外国人にアプローチ

３. インバウンドによる食関連消費の拡大（2030年4.5兆円）
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輸出拡大等による「海外から稼ぐ力」の強化

○ 農林水産物・食品の輸出拡大を加速すると共に、食品産業の海外展開、インバウンドによる食関連消費の
拡大を連携して推進

○ これらの相乗効果を通じて、農林水産業・食品産業の「海外から稼ぐ力」を強化（地域の活性化に貢献）

農林水産物・食品の
輸出拡大

食品産業の
海外展開

インバウンドによる
食関連消費の拡大

現地で用いる原材料
の輸出をけん引

日本食・食文化
の現地での浸透

ECサイト・現地スーパー等での
食体験を通じ、訪日意欲を喚起

現地の日本食レストラン等での
食体験を通じ、訪日意欲を喚起

「本場」の食体験を通じ、
日本食を身近に楽しむ

「本場」の食体験を通じ、
日本食のファンに

農林水産物・食品の輸出額
【現状】1.5兆円（2024年）→【目標】５兆円（2030年）

食品産業の海外展開による収益額
【現状】1.7兆円（2023年）→【目標】３兆円（2030年）

インバウンドによる食関連消費額
【現状】2.3兆円（2024年）→【目標】4.5兆円（2030年）
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○北海道農政事務所では、令和４年11月、全国初の地方版GFP 「GFP北海道」を発足。

○北海道内の農林水産事業者・食品事業者等、これから輸出に取り組もうとする初心者から経

験者まできめ細かくサポート。

令和7年度の取組

➢ 伴走支援のための体制の構築・稼働

輸出事業者の課題に応じて必要な輸出専門人材の

手配・調整を行うことのできる体制を構築・稼働。

✓輸出産地サポーターによるフォローアップ

✓プロフェッショナル人材戦略拠点との連携等

➢ 輸出セミナー＆商談会、産地視察ツアー

地方自治体や商工会等の経済団体と連携し、地域に

あった品目を中心とした輸出セミナー＆商談会、バイヤー

向けの産地視察ツアーを道内３地域（札幌、旭川、釧

路）で開催。特に釧路はGFP北海道として初となる開

催。

➢ 道産品ニーズ調査

外国人を対象とした試飲・試食会による道産品ニーズ調

査を実施し、輸出に取り組む事業者・生産者にとって今後

の輸出戦略の参考となる情報を収集。

産地視察ツアーの様子

（令和７年９月10日、旭川）

セミナーの様子
（令和７年８月27日、札幌）

国際会議での調査

（令和７年10月24日、札幌）

道庁赤れんが庁舎での調査

（令和８年２月７日、札幌）

北海道農政事務所における輸出促進の取組（GFP北海道の取組）
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日本の食輸出1万者支援プログラムについて

農林水産省は、農林水産物・食品の輸出拡大を一
層加速させるため、経済産業省、中小企業庁、
ジェトロ、中小企業基盤整備機構（中小機構）と
連携し、政府一体となって「日本の食輸出1万者
支援プログラム」を新たに立ち上げ、令和8年4月
10日（金曜日）にキックオフ会合を開催しました。

昨年の輸出実績は、過去最高の1.7兆円となり、
13年連続の増加を記録しましたが、政府目標であ
る2030年5兆円に向けては、残り5年で抜本的な
ペースアップが必要です。
農林水産省は、輸出に意欲的な生産者・事業者を
支援する枠組みとしてGFP（グローバルファー
マーズプロジェクト）を立ち上げ、「現地系商
流」など拡大余地の大きいマーケットの開拓や、
価格・品質・ロット・売上など現地ニーズに合わ
せた商品を供給できる産地・事業者の育成に取り
組んできました。
今般、2030年輸出額5兆円目標に向けて、経済産
業省と連携を図り、輸出にチャレンジする加工食
品分野の事業者の発掘や支援強化に政府一丸と
なって取り組んでまいります。
【日本の食輸出1万者支援プログラムポータルサイト】
https://www.jetro.go.jp/ag_ichiman-export.html（外
部リンク）

（抄
）
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農林水産物・食品の輸出に関するお問い合わせ先
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